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  森林文化アカデミー開学までの歩み
－ 森林文化大学校（仮称）から森林文化アカデミーへ －

●当初からの変遷の詳細は３～４ページをご覧下さい。

▲「森林文化大学校（仮称）基本計画」
　検討時の様子

現在の森林文化アカデミーの様子

▲

写真（平成8年撮影）の敷地範囲を示す白線外の
農地に下の写真の校舎群が建っています

左上の写真（平成8年撮影）の敷地範囲を示す
白線外の農地にこの写真の校舎群が建っています
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ご自由に お持ちください。

森林のたより
も　 　　り

森林文化アカデミー開学までの歩み
－ 森林文化大学校（仮称）から森林文化アカデミーへ －

 

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

9月1日㈬~
10月31日㈰ 緑の募金（秋期） 「緑の募金で進めようSDGs」をスローガンに秋の緑の募金

を行います。 公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
058-273-7577

9月30日㈭
締め切り

令和４年用
国土緑化・育樹
運動標語の募集

令和4年用の国土緑化・育樹運動のポスター等で使用する
標語を募集しています。 公益社団法人岐阜県緑化推進委員会

058-273-7577

10月8日㈮ 狩猟免許試験

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時　間：9:30～17:00
●申　込：9/3～9/17
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記に

お問い合わせください。

揖斐総合庁舎大会議室

各地域を所管する県事務所、
または環境企画課

（058-272-1111 内線 2701）

10月16日㈯ 森林教育プログラム
（morinosカフェ）

東京都高尾山を拠点に、都市近郊で人と森をつなぐ挑戦
に取り組む壽榮松孝介氏（高尾山麓の宿泊施設「タカオネ」
マネージャー）のトークイベントをオンラインにて開催し
ます。
●時　間：10:00～11:30
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）
●受講料：無料

森林文化アカデミー
森の情報センター

森林総合教育センター（morinos）
0575-35-3883
申込先　morinos ホームページより

森林・林業関係イベントカレンダー（9~10月）
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岐阜県立森林文化アカデミー
開学までの歩み

7月号では、平成9年3月の「森林文化大学校（仮称）開学準備委員会」の設立までお話ししました。この第1回の「森林文
化大学校（仮称）開学準備委員会」に提示されたのが「森林文化大学校（仮称）基本計画（素案）」で、この素案に示され
た森林文化大学校（仮称）の「概要」は下表の左欄の通りです。
この素案を開学準備委員会で議論した結果、翌年の平成10年3月に「森林文化アカデミー（仮称）基本計画」として策定
されたものが表の右欄になります。なお基本計画の策定に先行し、平成9年12月県議会において知事から「全国レベルの有
識者から組織する開学準備委員会で検討を続け、基本的方向が固まってきており、その構想内容からいわゆる他の大学校
と称するところとは相当性格・内容も違うということで、今後は森林文化アカデミーという仮称で整備を進める」（岐阜県議
会ＨＰの会議録から要約）との発言が有り、これ以降「森林文化大学校（仮称）」から「森林文化アカデミー（仮称）」に名
称が変わりました。

　「森林文化大学校」と「森林文化アカデミー」の一番大きな違いは、森と木のクリエーター科の定員が10人から20人に、
森と木のエンジニア科が30人から20人になったことです。筆者が当時調査したところでは、大学院生と大学生の一人当たり
の教育に必要とされる面積（教室等の必要面積算定根拠）は、具体的な数値は忘れましたが、大学院生の方が大学生より
かなり大きく、教室等の面積がそれまでより増えました。また、森のクリエーターコースの地域計画等の専門分野（大学の研
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森林文化大学校（仮称）基本計画（素案） 森林文化アカデミー（仮称）基本計画
【基本コンセプト】　21世紀の山村を担う人材の育成

【開校時期】　平成12年4月予定

【基本理念】　森林と人との共生
【基本方向】　来たるべき21世紀の地方の時代の先導役
　　　　　　豊かな岐阜県の森林が教育素材

【開校時期】　平成13年4月予定

【専修教育】
森と木のクリエーター科（大学院レベルの教育）
⃝ 2年間、10人/年
⃝ カリキュラム
　＜森のクリエーターコース＞
・ 地域計画（地域デザイン、環境管理、森林景観）
・ フォレストリクリエーション（アウトドア、保健休養、自然学校）

　＜木のクリエーターコース＞
・ 木造建築（建築意匠、施工管理）
・ クラフト（クラフトデザイン、加工技術）

　＜共通＞
　・ 作品制作
森と木のエンジニア科（大学レベルの教育）
⃝ 2年間、30人/年
⃝ カリキュラム
　＜森のエンジニアコース＞
・ 地域文化、森林資源管理、フォレストリクリエーション、地域計画、

マーケティング
　＜木のエンジニアコース＞
・ 地域文化、森林資源管理、生産システム、マーケティング、木造建

築、クラフト

【専修教育・学習部門】
森と木のクリエーター科（大学院レベルの実践的教育）
⃝2年間、20人/年
⃝カリキュラム

＜森のクリエーターコース＞
・ 森林情報（資源管理、森林景観等）
・ 森林環境（水環境、環境管理等）
・ 森林健康（アウトドア、森と健康等）
＜木のクリエーターコース＞
・ 木造建築（建築意匠、施工管理）
・ 木工（クラフトデザイン、加工技術）
＜共通＞
・ 作品制作

森と木のエンジニア科（大学レベルの実践的教育）
⃝ 2年間、20人/年
⃝ カリキュラム

＜森のエンジニアコース＞
・ 地域文化、森林資源管理、フォレストリクリエーション、地域計画、

マーケティング
＜木のエンジニアコース＞
・ 地域文化、森林資源管理、生産システム、マーケティング
＜共通＞
・ 山村経済、山村文化、森林生態、森林造成管理、マルチメディア操作

※「大学院レベルの教育」「大学レベルの教育」との標記は、実際に大学院等の教育課程を言うものでは無く、ハイレベルの教育という意味で、平成8
年度に開校した岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー（現、情報科学芸術大学院大学）の枠組みを参考にしたものです。

※表の中のカリキュラム等の記載内容は、比較に影響の無いと思われるものは省略しました。
※紙数の関係から「短期技術研修部門」は当初は「技術研修」、生涯学習講座部門は「県民森林講座」と標記されていたことの紹介に留め、各部門

の内容は省略します。



究室のイメージ）が2から3になったことです。（なお専門分野は、開学時には更に増えて森林文化、里山、人工林、山村活性
化の4分野になりました）専門分野が増えれば、それ専用の部屋が増えることになります。主にこの2つの要因により専修教
育・学習部門の校舎床面積が大きくなり、当初の敷地では不足することとなったため、現在、アカデミーセンター等が建って

いる区域（7月号の区域写真白線の下側の部分です）を新たに
取得することとなりました。この結果、開校時期も平成12年4月か
ら平成13年4月に1年延期されました。平成10年度以降、森林文
化アカデミー（仮称）実施計画策定作業の中で、具体的なカリ
キュラムや施設の機能等の検討を進め、教員の確保、アカデミー
センターをはじめとする施設の建設、学生募集を経て、平成13年
4月の開学を迎えます。
最後に、珍しいものを紹介します。左上のイラストは、森林文

化アカデミー（仮称）基本計画策定時に作成した森林文化アカ
デミーのイメージパースです。開学準備委員会での検討資料、予
算資料等用に作成しましたが、結果的に一般には公表（PRパン
フレット等）せずに終わりました。イラスト中央の3段の建物は、
一番手前からアカデミーセンター、マルチメディア実習棟（メディ
ア棟（情報棟）、フォレスト・ラボ（森林棟））、アトリエ（ウッド・ラ
ボ（木材棟））。右側の中段がテクニカルセンター、上段左が森
のコテージ、右が森の情報センター・森の工房です。（建物の名
称は基本計画時点、括弧内は現在の名称）左下の写真が現在
の状況です。幻の森林文化アカデミーと比べて見てください。

【山林協会　瀬上】

恵那北中学校緑化少年団 武並小学校みどりの少年団

　令和３年４月に、「恵那北中学校緑化少年団」「武並小学校みどりの少年団」が新たに結成され、この度、団員の
皆さんへ団旗をお渡ししました。
　恵那北中学校は、木曽川の笠置峡の畔にある森や川の自然に恵まれた学校で、全校生徒82名が少年団員になり
ますが、主に１年生が活動の中心になり、リコーの森での森林体験や地域の産物のユズやクリの収穫などにも取り組
んでいきたいと張り切っています。
　武並小学校は、中央道や中央本線の北側の里山地域に位置し、桜の花や花壇の美しい学校で、５年生35名が団
員になりますが、みどりの少年団結成を契機に森林・林業体験などにも取り組まれる予定で、活動の中で新たな発見
や驚きを見つけてほしいと思います。
　県内には、67団、約5,000人の小・中学
生がみどりの少年団として活動していま
す。新型コロナウイルス感染症拡大防止か
ら、活動に制約を受けていると思います
が、団員みんなで力を合わせて活動をやり
遂げ、緑を愛する人に育ってほしいと願って
います。

が新たに結成されました！！
２つのみどりの少年団

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑隆司】
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹
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ラ
ム
シ
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

▲カラムシについていたフクラスズメの幼虫

　

幼
虫
の
食
草
は
カ
ラ
ム
シ
や
イ
ラ

ク
サ
な
ど
イ
ラ
ク
サ
科
の
植
物
で
、
年

に
よ
っ
て
は
大
発
生
し
て
食
草
を
茎

だ
け
の
丸
坊
主
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

夏
と
秋
の
年
2
回
発
生
す
る
成
虫

は
、
前
翅
長
が
3
～
4
㎝
で
、
背
中

側
と
翅
が
黒
褐
色
、
体
の
腹
側
は
黄

白
色
で
、
全
身
に
短
い
毛
が
密
生
し
、

全
体
的
に
地
味
な
色
合
い
を
し
て
い

ま
す
。
成
虫
は
熟
し
た
果
物
の
発
酵

汁
や
樹
液
な
ど
を
摂
取
し
、
森
林
地

域
だ
け
で
な
く
、
人
家
周
辺
の
灯
火

に
飛
来
し
ま
す
。

　

冬
は
成
虫
で
越
冬
し
ま
す
が
、
そ

の
越
冬
の
姿
が
ふ
っ
く
ら
と
丸
ま
っ

た
ス
ズ
メ
の
姿
に
似
て
い
る
と
し
て
、

フ
ク
ラ
ス
ズ
メ
の
名
が
付
き
ま
し
た
。

　

幼
虫
の
食
草
で
あ
る
カ
ラ
ム
シ

（Boehm
eria nipononivea

）は
全
国
各

地
で
見
ら
れ
る
イ
ラ
ク
サ
科
カ
ラ
ム
シ

属
の
多
年
草
で
、
草
丈
１
～
1
・
5
ｍ

に
な
り
ま
す
。
葉
は
互
生
し
、
葉
の

裏
面
に
は
白
色
綿
毛
が
、
茎
や
葉
柄

に
も
短
毛
が
密
生
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
で
は
毛
虫
を
見
た
だ
け
で
、

害
虫
と
間
違
え
ら
れ
駆
除
さ
れ
る
こ
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更
に
は
、
ふ
も
と
の
作
業
土
場
に
は
製
材

機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
自
分
で
伐
採
し
て

き
た
木
を
製
材
し
て
板
を
挽
く
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

● 

終
わ
り
に

　
色
々
と
考
え
な
が
ら
森
づ
く
り
を
し
て
い

る
も
の
の
、
林
業
は
自
然
が
相
手
故
、
思
い

ど
お
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。

例
え
ば
、
平
成
30
年
の
台
風
19
号
で
は
所
有

山
林
で
も
大
き
く
被
害
を
受
け
、
現
在
で
も

そ
の
影
響
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
も
藤
根
さ
ん
が
一
番
気
を
付

け
て
い
る
こ
と
は
作
業
の
安
全
で
す
。「
怪
我

を
し
て
は
何
に
も
な
ら
ん
。」
と
藤
根
さ
ん
は

言
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
怪
我
無
く
持
続
可

能
な
森
林
経
営
を
目
指
し
て
い
く
と
決
意
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

● 

効
率
的
な
森
林
経
営
を
目
指
し
て

　
藤
根
さ
ん
が
森
林
経
営
を
引
き
継
い
で
か

ら
も
う
ひ
と
つ
目
指
し
て
い
る
の
が
、
効
率

的
に
施
業
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
藤
根
さ
ん
は
若
い
こ
ろ
、
何
時
間
も
山
を

歩
い
て
よ
う
や
く
現
場
に
た
ど
り
つ
く
と
い

う
経
験
を
何
度
も
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か

ら
の
林
業
は
も
っ
と
効
率
的
で
あ
る
べ
き
、

と
の
思
い
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

経
営
す
る
山
林
に
は
積
極
的
に
作
業
道
を
開

設
し
て
、
現
在
は
森
林
内
の
ど
こ
へ
で
も
車

で
容
易
に
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
、
見
て
回
る

の
に
便
利
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
設
置
し
た
作
業
道
を
活
か
す
た
め

早
く
か
ら
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
グ
ラ
ッ
プ
ル
３
台
、
プ
ロ

セ
ッ
サ
１
台
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
１
台
を
保
有
し
、

た
い
て
い
の
こ
と
は
自
力
で
で
き
る
と
言
い

ま
す
。

今
回
は
、山
県
市
船
越
に
て
長
く
森
林
経
営

に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
、
有
限
会
社
屋
満
喜

（
や
ま
き
）
代
表
取
締
役
の
藤
根
正
孝
（
ふ
じ

ね
ま
さ
た
か
）さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
森
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

● 

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
き
な
が
ら

藤
根
さ
ん
は
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会（
県

森
連
）
に
お
勤
め
だ
っ
た
約
40
年
前
、
そ
れ

ま
で
お
父
様
が
経
営
し
て
い
た
山
林
を
引
き

継
ぎ
、
県
森
連
職
員
と
の
二
足
の
わ
ら
じ
を

履
き
な
が
ら
、
森
林
経
営
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
藤
根
さ
ん
は
お
よ
そ
73
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
森
林

経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

● 

複
層
林
施
業
に
取
り
組
む

　
森
林
経
営
に
携
わ
っ
て
か
ら
、
藤
根
さ
ん

は
一
貫
し
て
複
層
林
施
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
一
本
伐
っ
た
ら
そ
の
跡
に
一
本
植

え
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
複
層
林
に
仕
立

て
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
下
刈

り
も
控
え
る
こ
と
で
下
層
植
生
を
維
持
し
、

地
力
の
確
保
と
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
藤
根
さ
ん
は
、「
家
か
ら
す
ぐ
の
と
こ
ろ

に
山
が
あ
る
の
で
、
よ
く
林
内
の
見
回
り
を

し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
に
単
層
林
だ
と
同
じ

風
景
ば
か
り
で
面
白
く
な
い
。
複
層
林
な
ら

い
ろ
い
ろ
な
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

飽
き
が
こ
な
い
。」
と
言
い
ま
す
。

地 域の人

藤根正孝さん

有限会社屋満喜

持続可能な森林経営を目指して

林内に開設した作業道路網

藤根 正孝さん

【
岐
阜
農
林
事
務
所

　吉
田
宗
平
】

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
ー
2
1
4
ー
7
4
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岐
阜
農
林
事
務
所
ま
で

ふじ　 ね　　 まさ   たか

階層構造の発達した複層林

や　ま　き

自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　６月下旬、同じ職場のS氏から「これ、面白いよ」と言って、
本を渡された。題名は「風の中のマリア」。作者は百田尚樹。
初めて聞く作家の名前だ。S氏はこの本をネットで見つけ、ロマ
ンチックな題名に魅かれて購入したという。しかし、内容はオオ
スズメバチの習性や生活を題材にした本。あまり興味がわいて
こなかったという。ところが、読みはじめたらすごく面白い。本
から目が離せなくなり、あっという間に読み終えてしまった。そ
の時、この本ならば野平氏が読めば、私以上に夢中になるだろ
うと思い、持ってきたという。しかし、読む気にならなかった。
それは、小さな活字で埋められた紙面。それにオオスズメバチ
のことはよく知っているからである。でも、読まないとS氏に悪
い。とりあえずページを開いた。読み始めたら、この本のとりこ
になってしまった。オオスズメバチの習性や生活が、やさしい文
章で小説風に書いてあったからである。これだったら虫の嫌い
な人でも興味をもつだろう。素晴らしい本だと思った。この本
の主人公はオオスズメバチの一匹の働きバチ。名前はマリア。
このマリアの波乱万丈の生涯を書いたものである。まずオオス
ズメバチとは。この蜂は春になると1匹のメス（女王蜂）が小さ
な巣を作り、卵を産む。それが幼虫になると、自分で餌を与え
て成虫に育てる。これが働きバチで、すべてメス。その後はこ
のメスが餌とりに出かけ、女王蜂や幼虫に与えはじめる。餌は
主に昆虫類。時にはカエルやトカゲの子を襲うこともある。女
王バチは巣から離れることはなく、卵を産み続ける。これが次々
と成虫になるが、やはりすべてメスの働きバチ。その数は日ごと
に増え続け、巣は大きくなっていく。秋になると翌年の女王とな
るメスと、その相手のオスが発生し始める。交尾後オスは死亡し、
メスは巣から離れ、冬を越して新しい女王バチとなるのである。

×　　×　　×　　×
　マリアが生まれたのは巣（帝国）が大きくなっていたころの晩
夏。すでにたくさんの働きバチ（戦士）が帝国を守っていた。
戦士はすべてマリアより先に産まれた姉たちである。戦士となっ
たマリアはこの帝国の偉大な母と妹のため、恋や遊ぶこともせ
ず必死に戦い続ける。しかし、これは自分の持って生まれた運
命だと思い、気にすることはなかった。それがある日、出会った
雄バチから、マリアの寿命は長くて30日だと聞かされる。そして、
この帝国の血が絶えないよう次の女王を育てること。それが宿
命だと言われた。そのような時、女王からは次に産まれてくる
新女王蜂の育成を強く命じられた。しかし、この時期は餌が少
なく、十分確保できなかった。しかし、残された寿命は短い。
そこでマリアはミツバチの巣を襲い始めた。一度に大量の餌を

確保できるからである。これで次々と産まれてくる女王になる
幼虫の餌を確保し、帝国の危機を救ったのである。しかし、そ
の後この女王バチは無精卵を産み始めた。もはや女王の資格が
ない。マリアはこの女王を殺してしまった。

×　　×　　×　　×
　すると次の女王になる幼虫が成虫になり、この巣に住み始め
た。当然、この新女王バチの世話をしなければならない。さら
に大量の餌が必要となる。そこで目をつけたのが凶暴なキイロ
スズメバチ。この巣には大きな幼虫がたくさんいるので、効率
的である。この巣を襲い始めた。しかし、キイロスズメバチも
応戦する。鋭い牙や毒針で反撃し、マリアたちにも多数の戦死
者が出た。マリアも傷つけられたが、それでも戦い続けて餌を
獲得。新しい女王を育て上げた。冬が近づいたある日、マリア
は新女王たちに「この帝国は多くの戦士の命と引き換えに出来
たものだ。だからあなたたち女王はこの帝国を守り子孫を絶や
さないでほしい。それを願っている」と話した。これを聞いた
新女王は次々と巣を離れて行った。これを見届けたマリアは、
これで来年も私たちの遺伝子を引き継いだ帝国ができると安堵
する。しかし、マリアの体は戦い続きでボロボロ。30日の命が
尽きようとしていた。これを感じているマリアは「自分は誰も
いないところでひっそり死の
う」と、最後の力を振り絞っ
て空中に舞い上がった。眼
下には大きな世界が広がっ
ていた。この感動的な最後。
この光景がいつまでも心に
残った。

×　　×　　×　　×
　この本についてあの有名な養老孟子博士が、「実に稀有な面
白さを持った不思議な小説である。極めて学術的に描かれてい
ながら、同時に冒険小説のように力強く感動的なドラマである。
ハチの本なんか読んだってしょうがないよ。そう言わずに、小
説として読んでみたらいかが。ひとりでにハチが代表している
社会性昆虫の生活が理解できてくるはずである」と話されてい
る。このように養老博士がべた褒めなので、実に良い本なのだ
と再認識した。これを読むことができ、よかったと思った。とは
いうものの、これはS氏のお陰。読まないとS氏に悪いと思った
からだ。今となると笑えてくるが、改めてS氏に感謝しなきゃ。
Sさんありがとう。

－風の中のマリア、オオスズメバチ－ 【第362回】
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更
に
は
、
ふ
も
と
の
作
業
土
場
に
は
製
材

機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
自
分
で
伐
採
し
て

き
た
木
を
製
材
し
て
板
を
挽
く
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

● 

終
わ
り
に

　
色
々
と
考
え
な
が
ら
森
づ
く
り
を
し
て
い

る
も
の
の
、
林
業
は
自
然
が
相
手
故
、
思
い

ど
お
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。

例
え
ば
、
平
成
30
年
の
台
風
19
号
で
は
所
有

山
林
で
も
大
き
く
被
害
を
受
け
、
現
在
で
も

そ
の
影
響
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
も
藤
根
さ
ん
が
一
番
気
を
付

け
て
い
る
こ
と
は
作
業
の
安
全
で
す
。「
怪
我

を
し
て
は
何
に
も
な
ら
ん
。」
と
藤
根
さ
ん
は

言
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
怪
我
無
く
持
続
可

能
な
森
林
経
営
を
目
指
し
て
い
く
と
決
意
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

● 

効
率
的
な
森
林
経
営
を
目
指
し
て

　
藤
根
さ
ん
が
森
林
経
営
を
引
き
継
い
で
か

ら
も
う
ひ
と
つ
目
指
し
て
い
る
の
が
、
効
率

的
に
施
業
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
藤
根
さ
ん
は
若
い
こ
ろ
、
何
時
間
も
山
を

歩
い
て
よ
う
や
く
現
場
に
た
ど
り
つ
く
と
い

う
経
験
を
何
度
も
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か

ら
の
林
業
は
も
っ
と
効
率
的
で
あ
る
べ
き
、

と
の
思
い
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

経
営
す
る
山
林
に
は
積
極
的
に
作
業
道
を
開

設
し
て
、
現
在
は
森
林
内
の
ど
こ
へ
で
も
車

で
容
易
に
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
、
見
て
回
る

の
に
便
利
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
設
置
し
た
作
業
道
を
活
か
す
た
め

早
く
か
ら
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
グ
ラ
ッ
プ
ル
３
台
、
プ
ロ

セ
ッ
サ
１
台
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
１
台
を
保
有
し
、

た
い
て
い
の
こ
と
は
自
力
で
で
き
る
と
言
い

ま
す
。

今
回
は
、山
県
市
船
越
に
て
長
く
森
林
経
営

に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
、
有
限
会
社
屋
満
喜

（
や
ま
き
）
代
表
取
締
役
の
藤
根
正
孝
（
ふ
じ

ね
ま
さ
た
か
）さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
森
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

● 

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
き
な
が
ら

藤
根
さ
ん
は
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会（
県

森
連
）
に
お
勤
め
だ
っ
た
約
40
年
前
、
そ
れ

ま
で
お
父
様
が
経
営
し
て
い
た
山
林
を
引
き

継
ぎ
、
県
森
連
職
員
と
の
二
足
の
わ
ら
じ
を

履
き
な
が
ら
、
森
林
経
営
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
藤
根
さ
ん
は
お
よ
そ
73
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
森
林

経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

● 

複
層
林
施
業
に
取
り
組
む

　
森
林
経
営
に
携
わ
っ
て
か
ら
、
藤
根
さ
ん

は
一
貫
し
て
複
層
林
施
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
一
本
伐
っ
た
ら
そ
の
跡
に
一
本
植

え
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
複
層
林
に
仕
立

て
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
下
刈

り
も
控
え
る
こ
と
で
下
層
植
生
を
維
持
し
、

地
力
の
確
保
と
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
藤
根
さ
ん
は
、「
家
か
ら
す
ぐ
の
と
こ
ろ

に
山
が
あ
る
の
で
、
よ
く
林
内
の
見
回
り
を

し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
に
単
層
林
だ
と
同
じ

風
景
ば
か
り
で
面
白
く
な
い
。
複
層
林
な
ら

い
ろ
い
ろ
な
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

飽
き
が
こ
な
い
。」
と
言
い
ま
す
。

地 域の人

藤根正孝さん

有限会社屋満喜

持続可能な森林経営を目指して

林内に開設した作業道路網

藤根 正孝さん

【
岐
阜
農
林
事
務
所

　吉
田
宗
平
】

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
ー
2
1
4
ー
7
4
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岐
阜
農
林
事
務
所
ま
で

ふじ　 ね　　 まさ   たか

階層構造の発達した複層林

や　ま　き
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ぎふ木遊館は、７月17日に開館１周年を迎えました！

＜１周年記念感謝祭＆朗読会＞
　ぎふ木遊館では、開館からちょうど１年を迎えた７月１７日に記念感謝祭を開催しました。オープニングでは、地元のいづみ第
二幼稚園のみなさんがクリの木のカスタネットの演奏と手話を披露してくれました。古田岐阜県知事の主催者挨拶、佐藤岐阜県
議会議長及び涌井岐阜県立森林文化アカデミー学長の来賓挨拶に引き続き、園児たちは園外保育で当館を利用した際の思い出
を絵日記にしてプレゼントしてくれました。セレモニーの最後には、アトラクションとしてトイピアノ奏者のウーーノさんの可笑し
く楽しいピアノ演奏を一緒に楽しみました。
　セレモニー後には、名誉館長である竹下景子さんによる童話作品「ニングルの森」（著者：倉本聰）の朗読会が開催されました。
朗読会の様子は、ぎふ木遊館のYoutubeチャンネルで公開していますのでぜひご覧ください。

＜この日は特別！『夜の木遊館』＞
　朗読会が終わって、１８時からは、『夜の木遊館』と称して、近隣住民の方々に普段とは違う時間帯に遊んでいただきました。
いつもと少し違う夜の雰囲気の中、乳幼児から大人まで存分に楽しんでいただきました。
　屋外では、連携して取り組みを進めている森林総合教育センター morinos や岐阜県教育文化財団（岐阜県障がい者芸術文
化支援センター）、清流長良川あゆパークの協力により、普段のぎふ木遊館では体験できないプログラムを提供しました。
　屋内では、いつもの遊具やおもちゃ遊びに加えて、折り紙遊びや竹うちわづくりなど、家庭でも出来る、手を動かしつくる遊
びを提供しました。子どもたちは、屋内外を行き来して、自分のお気に入りの遊びに夢中になっていました。終わりが近づいた
頃には、平成１８年に本県で開催した全国植樹祭で当時高校生ながら天皇皇后両陛下の御前で演奏した高山市出身のヴァイオ
リニスト打保早紀さんに、ヴァイオリンの演奏を披露していただきました。濃紺の夜空と木に囲まれた空間の中で、しっとりとし
た心地よい音色を楽しむことができました。

（4/29～5/6）について

通信

ぎふ木遊館のご利用予約は、６月からＷＥＢ予約システムになりました。
ご利用の３０日前から予約可能です。予約方法・注意事項等の詳細については、
当館ホームページの「ご利用時のお願い」ページ（右の二次元コード）をご覧ください。
※団体利用については、これまで同様、お電話でお受けしております。

　電話：058-215-1515（木遊館へ「行こー！行こー！行こー！」と憶えてください）
1　5 1　5 1　5

二次元コード

和綿の綿繰り体験
（岐阜県教育文化財団
tomoni和綿PJ）

とんとんかちかち
ふわふわプレーパーク
（morinos）

木のプルバックカー
づくり

夜８時まで
遊びました！

ヴァイオリン
ミニコンサート

森のスイーツ屋さん
（折り紙遊び）

岐阜県立森林文化アカデミー内にある森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹介し
ます！

今回はmorinosと県の教育委員会が連携して実施した「高等学校新任教諭研修（野外体験プログラム）」についてです。全国的
にみても、幼児や小学生と比較して、中高生の森林体験は少ないといわれています。今回の研修は森林文化アカデミー萩原先生と
谷口先生が担当し、新任の先生方に岐阜県の豊かな森林（自然）を全身で感じるとともに、森の中でのチームビルディングを体験
してもらい、森林での体験を効果的に取り入れるきっかけとなることを目的として行いました。

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

森の中での体験により、新任の先生方が体験による学習を効果的に取り入れてもらえたらとてもうれしいです。
こうした体験はmorinosのHPで開催をお知らせしています。新型コロナウイルス感染防止対策の状況により実施しない場合もあ

ります。
興味を持ってくださった方は、morinosのホームページ、動画YOU TUBEをご覧ください。

  ウォーミングアップ
まずは、萩原先生から、研修の目的が説明されました。「聞いたことは、忘れる」

「見たことは、覚える」「やったことは、わかる」「見つけたことは、身につく」。学
びを生業とする教員の方々に理解してほしいこととして、体験を通して自らが発見
することが重要であり、身体を使っての体験の機会を生徒たちにつくってほしい、
ということでした。

  身体で感じる
次に、萩原先生が担当する「感じる」体験へ。森に入って木の幹や葉に触れた

り、鳥のさえずりに耳を澄ませたほか、沢の中を裸足になって歩き、身体全体を
使って自分で「感じる」ことをしてみます。そして先が分からない場所で相手に身
を委ねること、不安がないよう導くことを体験するため、目隠しをして森の中を
連れて行ってもらうプログラムも実施。「水がつめたい」「はだしがきもちいい」
「体験しないとわからないことって多いかも」という感想や、目隠しで自分の前
が見えないことで「相手の立場に立つことの重要性が分かった」という感想も。

  チームビルディング
谷口先生は、森の中でのチームビルディングとして、鍋、

水、マッチなど限られた材料だけを渡して、指定した時間ま
でにお湯を沸かすミッション「森のティーパーティ」を実
施。楽しそうなタイトルと裏腹に、集めた枝や葉が湿ってい
て時間までにお湯が沸かないチームが続出しました。「自
然の中では、思ったことがうまくいかないことの方が当た
り前。その都度チームで話し合っていく必要がある。」と伝
えると、「失敗を経験することが重要で、その次にどうする
かを生徒たちに考えさせるようにしたい」などの感想が
返ってきました。

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YOU TUBE

開　所　時　間

定 　 休 　 日

▲裸足で沢を歩く ▲目隠しで身を委ねる

▲なかなか火が付かず頑張る班

▲無事にお湯が沸いて笑顔で乾杯する班
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岐阜県立森林文化アカデミー内にある森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹介し
ます！

今回はmorinosと県の教育委員会が連携して実施した「高等学校新任教諭研修（野外体験プログラム）」についてです。全国的
にみても、幼児や小学生と比較して、中高生の森林体験は少ないといわれています。今回の研修は森林文化アカデミー萩原先生と
谷口先生が担当し、新任の先生方に岐阜県の豊かな森林（自然）を全身で感じるとともに、森の中でのチームビルディングを体験
してもらい、森林での体験を効果的に取り入れるきっかけとなることを目的として行いました。

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

森の中での体験により、新任の先生方が体験による学習を効果的に取り入れてもらえたらとてもうれしいです。
こうした体験はmorinosのHPで開催をお知らせしています。新型コロナウイルス感染防止対策の状況により実施しない場合もあ

ります。
興味を持ってくださった方は、morinosのホームページ、動画YOU TUBEをご覧ください。

  ウォーミングアップ
まずは、萩原先生から、研修の目的が説明されました。「聞いたことは、忘れる」

「見たことは、覚える」「やったことは、わかる」「見つけたことは、身につく」。学
びを生業とする教員の方々に理解してほしいこととして、体験を通して自らが発見
することが重要であり、身体を使っての体験の機会を生徒たちにつくってほしい、
ということでした。

  身体で感じる
次に、萩原先生が担当する「感じる」体験へ。森に入って木の幹や葉に触れた

り、鳥のさえずりに耳を澄ませたほか、沢の中を裸足になって歩き、身体全体を
使って自分で「感じる」ことをしてみます。そして先が分からない場所で相手に身
を委ねること、不安がないよう導くことを体験するため、目隠しをして森の中を
連れて行ってもらうプログラムも実施。「水がつめたい」「はだしがきもちいい」
「体験しないとわからないことって多いかも」という感想や、目隠しで自分の前
が見えないことで「相手の立場に立つことの重要性が分かった」という感想も。

  チームビルディング
谷口先生は、森の中でのチームビルディングとして、鍋、

水、マッチなど限られた材料だけを渡して、指定した時間ま
でにお湯を沸かすミッション「森のティーパーティ」を実
施。楽しそうなタイトルと裏腹に、集めた枝や葉が湿ってい
て時間までにお湯が沸かないチームが続出しました。「自
然の中では、思ったことがうまくいかないことの方が当た
り前。その都度チームで話し合っていく必要がある。」と伝
えると、「失敗を経験することが重要で、その次にどうする
かを生徒たちに考えさせるようにしたい」などの感想が
返ってきました。

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YOU TUBE

開　所　時　間

定 　 休 　 日

▲裸足で沢を歩く ▲目隠しで身を委ねる

▲なかなか火が付かず頑張る班

▲無事にお湯が沸いて笑顔で乾杯する班
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「住民主体の創意工夫ある
　　　森づくり・川づくり活動」

シリーズ

　県では清流の国ぎふ地域活動支援事業（清流の国ぎふ森林・環境税活用事業）により、各種団体等が自ら企画・
立案・実行する創意工夫ある森づくりや川づくり活動を支援しています。
　こうした団体の活動内容について、連載でご紹介します。

●
設
立
年

　
・
平
成
30
年

●
設
立
目
的

　
・
こ
の
法
人
は
、
無
人
航
空
機
に
関
す

る
事
業
を
行
い
、
無
人
航
空
機
の
適

正
な
利
用
と
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
、
無
人
航
空
機
の
普
及
等
を

図
り
、
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
県
内
各
地
で
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催

　
・
郡
上
市
小
那
比
地
域
で
の
地
域
お
こ

し
事
業
の
支
援

　
・
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の
管
理
及
び
育
成

　
・
岐
阜
県
が
試
行
し
た
カ
ワ
ウ
調
査
の

支
援

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・
ド
ロ
ー
ン
で
里
山
を
見
直
そ
う
！

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
子

ど
も
た
ち
の
興
味
を
里
山
に
向
け
る

こ
と
が
で
き
、
里
山
整
備
の
重
要
性

の
理
解
を
進
め
る
。

●
そ
の
他

Ｄ
Ｒ
Ｃ
協
会
で
は
、令
和
３
年
度
に
は
、

清
流
の
国
ぎ
ふ
地
域
活
動
支
援
事
業
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
モ
デ

ル
事
業
に
採
択
さ
れ
、ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
環
境
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
、
親
子
や
里
山
に
住

む
住
民
が
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
美
し
い
里
山
の
整
備
や
保
全

の
重
要
性
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は

ド
ロ
ー
ン
の
映
像
で
里
山
を
見
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
を
き

れ
い
に
し
て
い
く
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
Ｄ
Ｒ
Ｃ
協
会
　
担
当
：
西
村

　
　
　
　
　T
E
L
：
0
5
7
5
―
6
7
―
0
0
8
0

一
般
社
団
法
人
Ｄ
Ｒ
Ｃ
協
会

●
設
立
年

　
・
平
成
20
年

●
設
立
目
的

　
・
飛
騨
に
お
け
る
森
づ
く
り
活
動
の
普
及
と
推

進
を
図
る
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
森
づ
く
り
に
関
わ
る
情
報
の
発
信

　
・
関
わ
り
を
も
つ
人
々
と
の
交
流

　
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ひ
ろ
げ
る
活
動

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
と
協
働
し
た
森
林
に
関
わ

る
情
報
発
信
活
動

●
事
業
内
容

　
・
地
域
メ
デ
ィ
ア
と
協
働
し
た
定
期
的
な
森
林

環
境
関
連
の
情
報
発
信

　
・
幅
広
い
人
た
ち
と
の
交
流
、
協
働
体
制
構
築

の
た
め
の
定
例
会
開
催

　
・
森
林
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
る
現
地
勉
強
会
、

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
・
人
び
と
が
よ
り
深
く
広
く
つ
な
が
る
た
め
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
５
万
６
千
部
発
行
の
地
域
情
報
フ
リ
ー
マ
ガ

ジ
ン
に
環
境
関
連
の
コ
ラ
ム
を
毎
月
執
筆

　
・
定
例
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
毎
月
開
催
。
直
近
１
年
間
の
参
加
者
数

は
２
２
７
名

●
そ
の
他

私
た
ち
は
、「
森
＝
川
上
」
か
ら
「
暮
ら
し
＝
川
下
」
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専

門
的
な
知
見
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
掲
載
の
コ
ラ
ム
や
定
例
会
で
の
話
題
提
供
も
そ
れ
に
伴
い

幅
広
い
も
の
と
な
り
、
２
０
２
０
年
の
環
境
月
間
に
は
テ
ー
マ
に
関
し
た
特
別

寄
稿
を
依
頼
さ
れ
、
毎
月
の
コ
ラ
ム
と
と
も
に
発
行
元
と
の
信
頼
関
係
は
確
か

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
地
元
の
カ
フ
ェ
で
お
こ
な
う
サ
ロ
ン
的
な
定
例
会
は
森
づ
く
り

に
関
心
を
示
す
幅
広
い
人
た
ち
の
参
加
が
あ
り
、
こ
こ
で
の
出
会
い
が
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
感

染
の
こ
と
も
あ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
が
物
理
的

距
離
を
超
え
る
こ
と
と
な
り
、
飛
騨
に
限
ら
ず
県
内
各
地
か
ら
の
参
加
も
得
る

こ
と
と
な
り
、
新
た
な
つ
な
が
り
へ
の
期
待
が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　h.m
iraim

ori.net@
gm

ail.com
 

：
メ
ー
ル

　http://hidam
iraim

ori.blog9.fc2.com
/ 

：
ブ
ロ
グ
　

　https://w
w

w
.facebook.com

/hidam
iraim

ori 

：Facebook

ペ
ー
ジ

ひ
だ
の
未
来
の
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　　　　　　　　　　　恵那市大井町2719-392

木造化木の香る
ぎふの施設

102

施設の経緯
　市立恵那病院の敷地内には昭和55年から平成８年にかけ
て建設された職員宿舎が４棟あり、各棟において経年劣化に
伴う建物の不具合や断熱性の悪さが指摘されてきました。
　恵那市は冬季における平均気温が低いことから、居住者が
快適に暮らせるよう、「高気密・高断熱」となるＣＬＴ工法を活
用した木造の宿舎を整備しました。

　県産材を活用した腰壁のCLTや床のフローリングから木の
香りやぬくもりの良さを感じることができます。

　一般の木造に比べ気密性・断熱性が高いことから、冷暖房の効
きがとても良く、快適に過ごすことができています。

市立恵那病院職員宿舎Ｅ棟

施設概要

事業主体 恵那市

事業年度 令和２年度

構造
延床面積

木造（CLT工法）
324.98㎡

施設用途 共同住宅

木材使用量
使用樹種

161.12㎥（県産材使用量 146.44㎥）
スギ、ヒノキ他（CLT：スギ）

TUKUMA設計

143,998千円全体事業費

30,000千円（県産材需要拡大施設等整備事業）助 成 額

設 計 者

恵中建設株式会社

令和2年7月10日～令和3年3月22日工　　期

施工業者

施設全景

■問い合わせ先
　恵那市役所医療福祉部地域医療課　
　ＴＥＬ 0573-26-2111

ここに注目！！

利用者の様子

リビング

洋室

玄関

キッチン
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
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事
故
防
止 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
芽
を
摘
む

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

5
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8821 恵みの森づくり推進課木育推進係まで

【令和２年度実施事業の様子】

木のおもちゃで遊ぶ園児 木の楽器を作る園児

ぎふの木育教材導入支援事業
～ぎふの木のおもちゃ・教材キットの導入経費の一部を補助します！～

　岐阜県では、将来の森林づくりを担う子どもたちに対し、木材利用や環境保全に対する理解を深めるととも
に『ぎふ木育』の取組みを進めるため、ぎふの木のおもちゃや木製学習教材等を購入する際の経費の一部を
補助し、木育教材の導入を支援しています。
　令和3年度は、60施設に対する木育教材導入の支援を行う予定です。

【ぎふの木育教材導入支援事業　事業概要】
❶対象事業者　市町村、学校法人、社会福祉法人、医療法人、子育て関連のＮＰＯ法人等
❷対象施設　幼稚園、保育園、認定子ども園、小中学校、市立特別支援学校、児童福祉施設、
 　　　 地域子育て支援拠点施設、認可外保育所、託児所等
❸対象となる教材　ぎふ証明材で作られた以下のもの
　（１）木のおもちゃ　（２）木製品キット　（３）木材サンプル　など
　※ぎふ証明材で作られたものであることの証明が必要なため、事前に販売者に確認してください。
❹補助金額　導入経費の1/2以内。（ただし、1施設につき100,000円が上限。）
　●「ぎふ木育教室」を実施する場合
　　導入経費が20,000円以下の部分は10/10以内、20,000円を超える部分は1/2以内の額。
　●「ぎふ木育ひろば」設置時の教材購入
　　導入経費の10/10以内。
　●「ぎふ木育ひろば地域支援拠点」設置時の教材購入
　　導入経費の10/10以内。（ただし、1施設につき200,000円が上限。）
　　※振込手数料、送料は導入経費に含めません。
❺申請方法　実施計画書を提出してください。
❻受付期間　令和4年1月31日（月）まで
　※予算額に達した時点で受付を締め切ります。
❼留意事項　県からの交付決定通知の後に注文するものが対象となります。
　※購入の注文をした後での補助申請は認められません。

木のおもちゃ等の木育教材に興味がある、木育教材を取り入れたいと考えている施設の方は、下記連絡先まで気軽にご相談ください。

また、岐阜県ＨＰでも本事業について紹介しておりますので、「木育のいっぽ」で検索ください ☞ 検索木育のいっぽ

令和３年度
事業実施団体募集中！

る
事
例
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
現
場
経
験
を

重
ね
る
う
ち
に「
急
斜
面
で
足
元
が
滑
る
」、

「
シ
ダ
で
地
面
が
見
え
ず
踏
み
抜
く
」、「
枝
払

い
し
た
枝
の
上
に
乗
っ
て
滑
っ
て
転
び
そ
う

に
な
る
」な
ど
、
そ
の
現
場
の
特
性
か
ら
起

因
す
る
問
題
を
挙
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
記
録
を
見
て
い
く
と
、
あ
る
班

で
把
握
し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
、
他
の
班
で

も
同
様
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
第
1
に
現
場
特
性

か
ら
生
じ
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
リ
ス
ク
と
し

て
早
期
に
認
識
す
る
こ
と
。
第
2
に
、
で
き

る
だ
け
早
く
作
業
関
係
者
で
、
現
場
特
有
の

リ
ス
ク
を
共
有
し
、
次
回
以
降
で
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
自
分
の
レ
ベ
ル
で
可

能
な
低
減
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。

こ
の
2
つ
を
徹
底
す
る
こ
と
が
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
の
芽
を
摘
み
重
大
事
故
の
防
止
に
役

立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
現
場
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則

労
働
災
害
の
話
で「
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法

則
」を
耳
に
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
法
則
は
、
ア
メ
リ
カ
の
損
害
保
険
会

社
で
技
術
・
調
査
に
携
わ
っ
て
い
た
ハ
ー

バ
ー
ト
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
、

あ
る
工
場
で
発
生
し
た
数
千
件
の
労
働
災
害

を
統
計
学
的
に
調
査
し
、
1
件
の
重
大
事
故

の
背
後
に
は
、
重
大
事
故
に
至
ら
な
か
っ
た

29
件
の
軽
微
な
事
故
が
隠
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
そ
の
背
後
に
は
事
故
寸
前
だ
っ
た
3
0
0

件
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を

見
出
し
た
も
の
で
す
。

個
人
的
に
は
、
こ
の
図
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

形
に
見
え
る
の
で
、「
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

実
際
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
大
小
の
石
材
が
積

み
上
げ
ら
れ
た
建
物
で
す
が
、
頂
上
の
石
も

基
礎
に
あ
る
石
が
無
け
れ
ば
積
み
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
と
い
う
基
礎
の

石
」が
欠
け
れ
ば
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
は
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
ら
ば
、
頂
上
と
な
る
重
大
事
故
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
、
そ
の
基
礎
と
な
る
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
を
取
り
除
く（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の

芽
を
摘
む
）こ
と
が
重
大
事
故
を
防
止
す
る

有
効
な
手
段
に
な
る
で
し
ょ
う
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば「
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
の
芽
を
摘
む
」こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
取
組
み

本
学
で
は
毎
年
、
0
・
1
㏊
程
を
皆
伐
し
、

高
性
能
林
業
機
械
を
使
っ
て
素
材
生
産
す
る

実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
本
格
的
な
現

場
実
習
に
な
り
ま
す
。
伐
木
造
材
、
集
材
、

運
材
と
い
う
作
業
を
20
名
程
の
人
数
で
４
班

に
分
け
、
班
を
回
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

最
初
に
行
う
立
木
伐
倒
で
は
、
不
安
を
抱

え
な
が
ら
、
誰
も
が
慎
重
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
操
作
し
ま
す
。
樹
高
20
ｍ
を
超
え
る
立
木

を
倒
す
の
で
、
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に

は
追
い
口
に
向
か
っ
て
刃
を
進

め
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
学
生
も

い
ま
す
。

今
ま
で
は
机
の
上
で
得
た
知

識
や
安
全
な
平
場
で
の
伐
木
練

習
経
験
で
し
た
が
、
山
の
現
場

は
少
し
勝
手
が
違
い
ま
す
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
記

録
に
よ
れ
ば
、
初
め
の
頃
に
取

り
上
げ
る
リ
ス
ク
は
、「
伐
倒
作

業
で
、
か
か
り
木
の
下
敷
き
に

な
る
」な
ど
教
科
書
に
出
て
い

ハインリッヒの法則

演習林での伐木造材実習
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

5
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8821 恵みの森づくり推進課木育推進係まで

【令和２年度実施事業の様子】

木のおもちゃで遊ぶ園児 木の楽器を作る園児

ぎふの木育教材導入支援事業
～ぎふの木のおもちゃ・教材キットの導入経費の一部を補助します！～

　岐阜県では、将来の森林づくりを担う子どもたちに対し、木材利用や環境保全に対する理解を深めるととも
に『ぎふ木育』の取組みを進めるため、ぎふの木のおもちゃや木製学習教材等を購入する際の経費の一部を
補助し、木育教材の導入を支援しています。
　令和3年度は、60施設に対する木育教材導入の支援を行う予定です。

【ぎふの木育教材導入支援事業　事業概要】
❶対象事業者　市町村、学校法人、社会福祉法人、医療法人、子育て関連のＮＰＯ法人等
❷対象施設　幼稚園、保育園、認定子ども園、小中学校、市立特別支援学校、児童福祉施設、
 　　　 地域子育て支援拠点施設、認可外保育所、託児所等
❸対象となる教材　ぎふ証明材で作られた以下のもの
　（１）木のおもちゃ　（２）木製品キット　（３）木材サンプル　など
　※ぎふ証明材で作られたものであることの証明が必要なため、事前に販売者に確認してください。
❹補助金額　導入経費の1/2以内。（ただし、1施設につき100,000円が上限。）
　●「ぎふ木育教室」を実施する場合
　　導入経費が20,000円以下の部分は10/10以内、20,000円を超える部分は1/2以内の額。
　●「ぎふ木育ひろば」設置時の教材購入
　　導入経費の10/10以内。
　●「ぎふ木育ひろば地域支援拠点」設置時の教材購入
　　導入経費の10/10以内。（ただし、1施設につき200,000円が上限。）
　　※振込手数料、送料は導入経費に含めません。
❺申請方法　実施計画書を提出してください。
❻受付期間　令和4年1月31日（月）まで
　※予算額に達した時点で受付を締め切ります。
❼留意事項　県からの交付決定通知の後に注文するものが対象となります。
　※購入の注文をした後での補助申請は認められません。

木のおもちゃ等の木育教材に興味がある、木育教材を取り入れたいと考えている施設の方は、下記連絡先まで気軽にご相談ください。

また、岐阜県ＨＰでも本事業について紹介しておりますので、「木育のいっぽ」で検索ください ☞ 検索木育のいっぽ

令和３年度
事業実施団体募集中！

MORINOTAYORI13



森林基幹道「加茂東線」が開通しました

　林道「加茂東線」は、白川町三川地内の町道を起点とし、東白川村神土地内の県道恵那蛭川東白川線を結ぶ幅員４～５ｍ、
総延長25.5㎞の森林基幹道です。
　本路線は、代行事業として岐阜県が事業主体となり平成５年度に着手し28年の歳月と約49億円の事業費を投じ令和２年
度に全線が開通しました。
　利用区域内には1,574haの森林があり、そのうち72％（1,129ha）が人工林と非常に人工林率が高い区域です。このた
め、林道の開通前から完成した区間を活用し森林作業道の開設や間伐等の森林整備が地元の森林組合等により実施されてき
ました。全線が開通した今後は、より効率的な木材輸送が可能となるため、更なる森林整備が行われることが期待されます。

【位置図】

【林道現況】

【森林整備課　林道係】
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森
林
研
究
所
ま
で

森
林
作
業
道
に
お
け
る
災
害
の
未
然
防
止
を

支
援
す
る
地
図
を
ご
活
用
下
さ
い

大
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
参
考
図
で
は
、
道
の
作
設
位

置
と
最
寄
り
の
建
物
ま
で
の
距
離
を
わ
か

り
や
す
く
す
る
た
め
、図
１
の
凡
例
（
ｂ
）

の
よ
う
に
道
の
背
景
を
色
分
け
す
る
こ
と

で
、
下
流
へ
の
影
響
の
リ
ス
ク
を
可
視
化

し
て
い
ま
す
。

下
流
へ
の
影
響
範
囲
を
検
証
す
る
た

め
、前
述
の
盛
土
損
壊
発
生
箇
所
の
う
ち
、

土
石
流
化
に
よ
っ
て
土
砂
が
流
下
し
た
範

囲
を
確
認
で
き
た
９
箇
所
に
つ
い
て
、
発

生
源
か
ら
土
砂
が
停
止
し
た
箇
所
ま
で
の

流
下
距
離
と
高
低
差
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
土
砂
が
流
下
し
た
距
離
は
、

約
８
割
が
１
０
０
０
ｍ
以
下
で
し
た
が
、

１
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
も
の
も
約
２
割
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
参
考
図
の
背
景
が

赤
色
や
黄
色
で
着
色
さ
れ
た
範
囲
に
作
設

さ
れ
た
道
で
は
、
土
砂
を
流
出
さ
せ
な
い

よ
う
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

今
回
の
検
証
に
よ
っ
て
、
参
考
図
は
既

設
道
の
災
害
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
際
に
有

用
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
参

考
図
は
県
内
全
域
分
を
作
成
し
、
希
望
者

に
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
森
林
作
業
道

の
適
切
な
管
理
と
災
害
の
未
然
防
止
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
に

近
年
、
大
雨
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中

で
、
森
林
作
業
道
に
お
け
る
災
害
を
未

然
に
防
ぐ
に
は
、
災
害
リ
ス
ク
が
高
い

場
所
を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
な
維
持

管
理
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の

た
め
、
当
所
で
は
、「
既
設
道
の
損
壊
の

起
こ
り
や
す
さ
」
と
「
下
流
の
建
物
へ

の
影
響
の
及
び
や
す
さ
」
に
よ
る
災
害

リ
ス
ク
を
可
視
化
し
た
地
図
「
森
林
作

業
道
災
害
リ
ス
ク
評
価
参
考
図
」（
図
１
）

（
以
下
、「
参
考
図
」
と
呼
び
ま
す
）
を

作
成
し
、
現
場
で
の
活
用
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。参
考
図
の
詳
細
は
、「
森

林
の
た
よ
り
８
０
８
号
」
で
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
参
考
図
が
森
林
作
業

道
の
災
害
リ
ス
ク
を
適
切
に
表
現
で
き

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
検
証
し
た
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。

損
壊
発
生
リ
ス
ク
の
検
証

森
林
作
業
道
で
発
生
す
る
切
土
お
よ

び
盛
土
の
損
壊
は
、
道
を
作
設
し
た
斜

面
の
傾
斜
角
度
が
30
度
を
超
え
る
場
合

に
発
生
し
や
す
く
、
40
度
を
超
え
る
と

特
に
発
生
し
や
す
い
こ
と
が
当
所
の
調

査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
参
考
図
で
は
図
１
の
凡
例

（
ａ
）
の
よ
う
に
作
設
地
の
傾
斜
角
度
で

色
分
け
し
、
損
壊
発
生
リ
ス
ク
を
可
視

化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
図
表
現
が
適
切
で
あ
る
か
を

検
証
す
る
た
め
、
県
内
の
既
設
森
林
作

業
道
で
発
生
し
た
損
壊
の
う
ち
、
重
大

な
災
害
に
つ
な
が
り
や
す
い
盛
土
損
壊

に
つ
い
て
、
参
考
図
で
の
傾
斜
区
分
を

確
認
し
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
ま
で
に

発
生
し
た
90
箇
所
の
盛
土
損
壊
箇
所
を

参
考
図
と
重
ね
合
わ
せ
、
参
考
図
の
傾

斜
区
分
ご
と
に
分
類
し
た
と
こ
ろ
、
盛

土
損
壊
の
ほ
と
ん
ど
は
30
度
を
超
え
る

斜
面
に
作
設
さ
れ
た
区
間
で
発
生
し
、

特
に
40
度
を
超
え
る
区
間
で
の
発
生
が

多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
図

２
）。
こ
の
結
果
か
ら
、
参
考
図
に
お
け

る
損
壊
発
生
リ
ス
ク
は
、
作
設
地
の
傾

斜
区
分
に
よ
っ
て
適
切
に
表
現
で
き
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

下
流
へ
の
影
響
リ
ス
ク
の
検
証

森
林
作
業
道
の
損
壊
で
発
生
し
た
土
砂

が
土
石
流
化
に
よ
っ
て
下
流
へ
流
出
し
た

場
合
に
は
、
人
家
な
ど
の
保
全
対
象
に
重

図１　森林作業道災害リスク評価参考図

図 2　森林作業道の盛土損壊箇所における
　　　作設斜面の傾斜区分
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
5
ー
2
5
3
5

　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

７
月
１６
日
（
金
）
に
森
林
３
次
元
計

測
シ
ス
テ
ム
（
地
上
レ
ー
ザ
計
測
器
Ｏ

Ｗ
Ｌ
）
を
持
っ
て
い
る
林
業
事
業
体
と

管
轄
す
る
林
業
普
及
指
導
員
が
集
ま

り
、Ｏ
Ｗ
Ｌ
の
理
解
を
深
め
、
さ
ら
な

る
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
Ｏ

Ｗ
Ｌ
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
全
国
的
に
も
早
く
Ｏ
Ｗ
Ｌ

を
導
入
し
、Ｏ
Ｗ
Ｌ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
に
も
出
演
さ
れ
て
い
る
飛
騨

市
森
林
組
合
の
上
崎
強
さ
ん
か
ら
、Ｏ

Ｗ
Ｌ
の
活
用
事
例
を
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

続
い
て
Ｏ
Ｗ
Ｌ
の
開
発
会
社
で
あ
る

株
式
会
社
ア
ド
イ
ン
研
究
所
の
塩
沢
恵

子
さ
ん
か
ら
Ｏ
Ｗ
Ｌ
の
仕
組
み
や
さ
ら

に
Ｏ
Ｗ
Ｌ
を
活
用
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
の
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
（
古
川
さ
ん
）

か
ら
は
Ｏ
Ｗ
Ｌ
の
デ
ー
タ
を
よ
り
生
か

す
た
め
に
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
と
の
連
携
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
の
２
時
間
は
講
師
に
よ
る
説

明
、
午
後
２
時
間
は
丸
々
意
見
交
換
の

時
間
に
充
て
た
の
で
す
が
、
参
加
者
は

普
段
か
ら
Ｏ
Ｗ
Ｌ
を
使
っ
て
お
り
、
疑

問
、
質
問
が
次
々
と
出
さ
れ
、
有
意
義

な
勉
強
会
に
な
り
ま
し
た
。

質
問
事
項
を
何
点
か
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ 

Ｏ
Ｗ
Ｌ
の
計
測
は
な
ぜ
斜
面
に
対

し
て
垂
直
に
構
え
る
の
か
。

Ａ 

デ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
面
積
を
少
な
く

す
る
た
め
で
す
。

Ｑ 

Ｏ
Ｗ
Ｌ
の
デ
ー
タ
を
森
林
施
業
提

案
書
に
活
用
し
て
い
る
事
例
は
な

い
か
。

Ａ 

ア
ド
イ
ン
研
究
所
と
山
口
県
が
共

同
開
発
し
て
お
り
、
近
く
販
売
を

開
始
す
る
そ
う
で
す
。

Ｑ 

Ｏ
Ｗ
Ｌ
の
先
進
県
は
ど
こ
か
。

Ａ 

今
や
岐
阜
県
に
最
も
多
く
の
Ｏ
Ｗ
Ｌ

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｗ
Ｌ
の
デ
ー
タ
か
ら
森
林
施
業
提

案
書
を
作
成
で
き
る
ソ
フ
ト
は
魅
力
で
あ

り
、
販
売
が

開
始
さ
れ
た

ら
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー

で
購
入
し
、

普
及
に
努
め

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 



Ｏ
Ｗ
Ｌ
勉
強
会
を
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
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３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で 勉強会の様子

■森林文化アカデミー　スマート林業推進係　林業普及指導員　上平 雄也

タワーヤーダによる架線集材技術の普及

と
、
架
設
撤
去
の
手
間
を
省
力
で
き

る
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
現
場
の
条

件
に
も
よ
り
ま
す
が
、
架
設
な
ら
１

～
1
・
5
日
、
撤
去
な
ら
0
・
5
日

で
完
了
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
元
柱
を
作
設
す
る
必
要
が
な
く
、

作
業
索
は
2
本
だ
け
な
の
で
、
経
験

の
浅
い
チ
ー
ム
で
も
架
設
、
集
材
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
ラ
マ
コ
は
、
小

さ
な
サ
イ
ズ（
車
幅
2
・
3

m
）を
活

か
し
て
作
業
道
も
自
走
で
き
ま
す
。

一
方
、
ラ
マ
コ
の
弱
点
は
、
集
材

時
に
機
体
が
土
場
を
占
有
し
て
し
ま

う
こ
と
。
特
に
作
業
道
の
路
上
に
据

え
る
よ
う
な
場
合
、
荷
下
ろ
し
か
ら

造
材
、
集
積
、
運
材
ま
で
の
作
業
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
、
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

 

ラ
マ
コ
が
普
及
し
て
き
た
こ
と

岐
阜
県
で
は
毎
年「
林
業
架
線
作
業

主
任
者
講
習
」が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

修
了
者
は
林
業
架
線
作
業
主
任
者
免

許
を
取
得
で
き
ま
す
。
た
だ
、
免
許

さ
え
あ
れ
ば
本
格
的
な
架
線
集
材
が

で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
集
材
機
、

搬
器
、
大
量
の
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
、
滑

車
類
等
の
資
機
材
や
、
架
設
作
業
や

 

は
じ
め
に

LarixL
A
M
A
KO

は
平
成
28
年
3

月
に
岐
阜
県
が
導
入
し
た
チ
ェ
コ
共

和
国
製
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
で
、
私
た
ち

は
ラ
マ
コ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ラ
マ

コ
の
活
用
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
に
は
、

ま
ず
10
日
間
の
次
世
代
型
林
業
架
線

研
修（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）に
よ
り
操
作
方
法
を

習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
研
修
を

修
了
し
た
ら
、
以
後
ラ
マ
コ
を
有
償

（
月
15
・
7
万
円
）で
借
り
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

ラ
マ
コ
の
特
徴

ラ
マ
コ
は
、
通
常
の
集
材
機
や
自

走
式
搬
器
を
使
う
場
合
に
比
べ
る

荷
掛
け
を
担
う
技
術
者
、
集
材
機
オ

ペ
レ
ー
タ
、
そ
し
て
現
場
条
件
に
合

わ
せ
て
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
は

場
数
が
必
要
で
す
。

日
常
的
に
架
線
集
材
を
行
っ
て
い

る
事
業
体
で
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

古
い
自
走
式
搬
器
に
よ
る
小
規
模
な

架
線
集
材
を
年
１
回
行
う
程
度
と
い

う
事
業
体
も
多
く
、
免
許
を
取
得
し

て
も
、
そ
れ
ま
で
よ
り
長
ス
パ
ン
の

架
線
集
材
を
導
入
し
た
り
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
た
り
す
る
の
は
、
意

外
に
難
し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま

す
。ラ

マ
コ
は
こ
の
５
年
間
で
、
そ
う

し
た
架
線
集
材
が
得
意
で
な
い
事
業▲作業道に据えたラマコで集材

Larix LAMAKO活用実績

●次世代型林業架線研修　　9回

●事業体への貸出　　　　  12件

●稼働時間　　　　　1,779時間

令和３年７月20日現在
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た

ら
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー

で
購
入
し
、

普
及
に
努
め

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 



Ｏ
Ｗ
Ｌ
勉
強
会
を
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で 勉強会の様子

■森林文化アカデミー　スマート林業推進係　林業普及指導員　上平 雄也

タワーヤーダによる架線集材技術の普及

体
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

な
お
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
は
、
非
常

に
高
価
な
う
え
に
、
稼
働
率
を
高
く

保
つ
こ
と
が
他
の
林
業
機
械
よ
り
も

難
し
く
、
自
社
購
入
で
き
る
事
業
体

は
限
ら
れ
ま
す
。し
か
も
ワ
イ
ヤ
ロ
ー

プ
の
管
理
や
費
用
的
な
課
題
が
あ
り
、

民
間
の
レ
ン
タ
ル
機
が
存
在
し
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
岐
阜
県
が
ラ
マ
コ

を
所
有
し
て
、
架
線
集
材
技
術
の
普

及
を
図
り
つ
つ
県
内
の
事
業
体
に
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
は
、
意
義
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
マ
コ
の
稼
働
中
に
は
ト
ラ
ブ
ル

も
発
生
し
ま
す
。
主
索
の
ド
ラ
ム
が

回
っ
て
弛
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
作
業

索
の
ブ
レ
ー
キ
が
弱
く
な
っ
て
荷
上

げ
の
直
後
に
荷
が
落
ち
て
し
ま
う
な

ど
、
性
能
を
充
分
に
生
か
せ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
こ
の

５
年
間
で
使
い
こ
な
す
コ
ツ
を
掴
ん

で
き
た
と
い
う
手
応
え
は
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
現
場
で
は
、「
ラ
ジ
キ
ャ
リ

に
比
べ
て
搬
器
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
」

「
従
来
の
架
線
よ
り
も
架
設
が
圧
倒
的

に
楽
」と
い
う
嬉
し
い
感
想
を
い
た
だ

き
、
１
日
に
61
往
復
も
集
材
し
た
日

も
あ
り
ま
す
。

ラ
マ
コ
は
、
現
場
条
件
が
整
え
ば
、

圧
倒
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ラ
マ
コ
を
県

内
各
地
の
現
場
で
活
躍
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の

あ
る
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲タワー控え索設置作業
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国
有
林
の
現
場
か
ら

59

「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」
の
世
界
（
前
）

10月号
予定

10月1日発行
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 最近、私は山野草にはまっています。家のベランダはかわいい山野草で埋
まり、ぼーっと眺めてしまうほど。

それらは、昨年通った中津川の山野草教室で寄せ植えした山野草たちで
す。教室では、毎回いくつかの山野草をピックアップして寄せ植えをします。

山野草には、モミジやヒノキなど見慣れたものから、ギボウシやチシマキンバイといった
私にとっては初めて知るものまでたくさんあります。

先生から、それぞれの山野草の特性を聞いたり、牛の頭のような形をした菱の実を見せ
てもらったりして、わくわくしました。山野草教室では、ネイチャークラフトもやっていたの
で、菱の実は、今年の干支の牛づくりに使いました。

様々な山野草があるので、名前はなかなか覚えられませんが、いろいろ知ることができて
とても楽しいです。

教室のおかげでいろんな植物を育てるようになりました。これからも、四季折々姿が変わ
る山野草を楽しんでいきたいです。

「森林のたより」編集委員　梅村 早友里

イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（194）
●山のおじゃまむし（363）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（105）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（103）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

か
ら
谷
に
下
ろ
し
て
、
川
に
流
し
て
、

市
場
で
あ
る
名
古
屋
ま
で
、
木
材
を
運

ぶ
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

●
岐
阜
県
と
の
関
わ
り

　
「
長
野
？
木
曽
？
そ
れ
な
ら
岐
阜
県
と

は
関
係
な
い
の
で
は
？
」と
思
わ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
が
大
い
に
関
係
す
る
の
で
す
。

　

木
曽
ヒ
ノ
キ
で
知
ら
れ
る
長
野
県
木

曽
地
方
は
、
江
戸
時
代
は「
裏
木
曽
三
ヶ

村
」と
呼
ば
れ
た
旧
加
子
母
村
、
旧
付
知

●
絵
巻
物
の
概
要

　

長
野
県
長
野
市
に
あ
る
林
野
庁
中
部

森
林
管
理
局
に
は
、「
木
曽
式
伐
木
運
材

図ず

会え

」と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
後
期
頃
の

木
の
伐
採
と
運
搬
に
つ
い
て
の
様
子
が

描
か
れ
た
絵
巻
物
が
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

上
巻
二
十
点
、
下
巻
二
十
一
点
の
絵

か
ら
構
成
さ
れ
、
山
奥
の
木
を
調
査
し
、

切
り
出
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
山

な
し
か
け
や
工
夫
を
ほ
ど
こ
し
て
、
山

奥
か
ら
谷
へ
木
材
を
下
ろ
し
、
沢
の
水

や
川
の
流
れ
を
利
用
し
て
、
な
る
べ
く

少
な
い
労
力
で
運
ぶ
方
法
が
徐
々
に
確

立
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
方
法
が
固

ま
っ
た
の
が
江
戸
時
代
前
期
頃
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
木
曽
式
伐
木
運
材

図
会
」で
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
山
で
の

仕
事
の
様
子
や
、
運
材
の
工
夫
、
道
具

な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

●
詳
し
く
知
り
た
い
方
は

　

林
野
庁
中
部
森
林
管
理
局
発
行
の
広

報
誌「
中
部
の
森も

林り

」で
は
令
和
２
年
５

月
号
か
ら
令
和
３
年
４
月
号
ま
で「
木
曽

式
伐
木
運
材
図
会
の
解
説
」が
12
回
連
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
内
容
に
ご
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
、
中
部
森
林
管
理
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

　

次
回
の
後
編
で
は
岐
阜
県
内
と
考
え

ら
れ
る
場
面
と
昔
の
運
材
の
写
真
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

（
中
部
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課
）

村
、
旧
川
上
村
と
同
じ
く
尾
張
藩
領
で

し
た
。
鉄
道
も
無
か
っ
た
時
代
、
木
曽

ヒ
ノ
キ
は
木
曽
川
を
使
っ
て
、
岐
阜
県

内
を
通
過
し
な
が
ら
名
古
屋
白
鳥
の
貯

木
場
ま
で
運
び
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」と
い

う
作
品
の
成
立
自
体
も
、
詳
し
い
こ
と

は
判
明
し
て
い
な
い
も
の
の
、
江
戸
時

代
末
期
に
飛
騨
で
書
か
れ
た「
官
材
画

譜
」と
い
う
絵
図
が
原
画
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
為
、
登

場
す
る
風
景
も
飛
騨
川
周
辺
の
も
の
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
機
械
化
以
前
の
伐
木
運
材

　

山
林
で
自
動
車
や
林
業
用
の
機
械
が

使
わ
れ
る
以
前
の
時
代
、
深
い
山
奥
か

ら
伐
採
し
た
木
材
を
、
川
下
の
街
場
や

都
市
に
運
び
出
す
の
に
は
大
変
な
労
力

が
必
要
で
し
た
。
人
あ
る
い
は
牛
馬
で

木
材
を
運
ぶ
の
は
大
変
な
コ
ス
ト
が
か

か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
様
々

▲木曽式伐木運材図会の一部

▲運材をめぐる位置関係

▲急傾斜地で貴重材をゆっくり吊り降ろ
している「釣

つり

木
き

之
の

圖
ず

」
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10月号
予定

10月1日発行
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 最近、私は山野草にはまっています。家のベランダはかわいい山野草で埋
まり、ぼーっと眺めてしまうほど。

それらは、昨年通った中津川の山野草教室で寄せ植えした山野草たちで
す。教室では、毎回いくつかの山野草をピックアップして寄せ植えをします。

山野草には、モミジやヒノキなど見慣れたものから、ギボウシやチシマキンバイといった
私にとっては初めて知るものまでたくさんあります。

先生から、それぞれの山野草の特性を聞いたり、牛の頭のような形をした菱の実を見せ
てもらったりして、わくわくしました。山野草教室では、ネイチャークラフトもやっていたの
で、菱の実は、今年の干支の牛づくりに使いました。

様々な山野草があるので、名前はなかなか覚えられませんが、いろいろ知ることができて
とても楽しいです。

教室のおかげでいろんな植物を育てるようになりました。これからも、四季折々姿が変わ
る山野草を楽しんでいきたいです。

「森林のたより」編集委員　梅村 早友里

イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（194）
●山のおじゃまむし（363）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（105）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（103）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

森林・林業関係イベントカレンダー（9～10月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

9月6日㈪～
9月8日㈬

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

●講習時間　6日　学科　　9:20～17:30
　　　　　　7日　学・実　8:50～12:00
　　　　　　8日　実技　　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

6 日（学科）・7 日（学・実）
下呂交流会館（下呂市森 2270-3）
8 日（実技）
下呂総合木材市売（下呂市乗政 122-2）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

10月6日㈬～
10月7日㈭

機械集材装置
運転業務特別教育

●講習時間　6日　学科　　8:50～16:10
　　　　　　7日　実技　　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,500円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

6 日（学科）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
7 日（実技）
美濃市曽代地内（予定）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

10月14日㈭ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間　学科　  9:00～15:20
　　　　　　実技　15:30～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

10月26日㈫～
10月27日㈬

簡易架線集材等
機械の運転業務
特別教育

●講習時間　26日　学科　　8:50～16:00
　　　　　　27日　実技　　8:30～17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：57,200円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名
　（定員になり次第締め切ります。学科及び実技

一部免除者を含む。実技講習は10名単位の開
催となりますので実技受講者が20名以上の場
合は翌日になりますのでお問合せ下さい。）

26 日（学科）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
27 日（実技）
中濃地内山林（予定）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195
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■ 岐阜県森林組合連合会　荻巣 雅俊エバ初号機？の開発を目指して

岐阜県森林組合連合会のお仕事
その1

　私は、山の中の伐採現場を訪れる度に、倒された大
きなスギも浮き輪のように空気を抜いて運べたらどんな
に楽なことかといつも思っています。木は、昔からかさ
ばって重いものと相場が決まっていました。産業革命以
来、動力の技術進歩により、現場で木を扱うときその
重さは、少しずつ気にならなくなってきましたが、相変
わらず、木はかさばって、扱いづらいものです。
　木は、人が手をかけたとはいえ自然物であるので、
伐採された丸太は、1本として、同じものはありません。
数学で習う円錐台に出会うことはめったにありません。
なので、私は、林業の話をするとき、丸太の加工から
はじめることとしています。岐阜県では、令和２年度に
約 58 万㎥の丸太が生産されたと推測しています。そ
の丸太の多くは工場に搬入され、建築用材になったり、
細かく砕かれチップとなり、パルプ原料やバイオマス原
料になったりします。特に、建築用材は、柱、梁や桁
等数多くの製品の種類があります。そのため、県内の
製材工場は、それに合わせた製材システムが導入され
ています。このような事情から、工場（需要側）からは、
原料となる丸太の形状に関して様々な要請が出てきま
す。
　岐阜県森林組合連合会（以後、県森連）は、この工
場側の需要と山側の丸太の供給を結びつける仕事をし
ています。まず、突発的に出てくる需要に対しては、県
内３つの市場で年 67 回開催する市で買い方さん（需
要側）に直接丸太を見てもらい購入してもらっています。
計画的な需要に対しては、丸太の伐採現場から工場へ
直送する方法を行っており、この方法を県森連では、「シ
ステム販売」と名付けています。この２つのやり方で、
県森連の丸太取扱量は、令和２年度は、約 22 万㎥と
なっています。
　システム販売は、丸太取扱量の約 70％を占めるよう
になっていますが、工場へ計画どおり丸太を供給するこ
とは、なかなか難しいことです。前述したとおり、各工
場が望む丸太の規格は多様です。このため、サイズや
キズや曲がり具合等を工場毎に細かく規格を決めて供
給して行くことになりますが、何せ丸太は、自然物なの
で、事前調査で目論んだとおりの規格・量で出材はさ
れてきません。県森連では、県内の多くの伐採現場の
供給情報と工場の需要情報をリアルタイムで結ぶシステ
ムを開発し、効率的な需給調整を行っています。
　その中で、かさばる丸太の運搬は、最もやっかいで
す。そこで生じるロスは、山側・工場側・運搬の収益増

を妨げます。直送の主な方法は、山土場での丸太の粗
仕分けとトラックへの積み込み、中間土場と呼ぶ大型ト
ラックが乗り入れ可能
な大きな広場に丸太
を運び入れ、ここで
細かい仕分けを行い、
再びトラックに丸太を
積み込み工場へと向
かいます。ここで、ト
ラック運搬の効率化
を阻むものが林道や農
道等の規格です。道
幅やカーブ半径は、積
み込み容量や丸太の
長さを制限させます。
当然 2tトラックより
10tトラックの方が運
搬効率は上がります
が、10tトラックが通
行不可能な狭い道も
たくさんあります。現
在、県森連では、ト
ラックの最適な配送シ
ステムを県内丸太の需
給調整システムに組み
入れるシステムを、精鋭チームにより開発中です。私は、
この新しいシステムを、アニメのエヴァンゲリオンにな
ぞらえて、「エバ試作機」と勝手にあだ名をつけて呼ん
でいます。その理由は、戦う相手は、天候や景気によっ
て日毎時間毎に変化する需給調整というしろものです。
なので、システムが立派でも、それを操るパイロットや
指揮官そしてチームクルーがしっかりしていなければ、
勝つことはできません。事実、コロナやウッドショック
による県産材丸太価格の変動が、全国に比べ穏やかに
推移しているのは、岩木本部長を中心とするこのチー
ムの活躍が大きいとみています。
　今後は、一刻も早く「エバ初号機」を完成させ、山
側からも工場からもそして運送業の方からも喜ばれる
丸太の流通を目指していきたいと思っています。しかし
ながら、このチームのクルーの人数が充分というわけで
はありません。新しい力が必要です。もし、この記事を
見て、一緒に働きたいと思った方は、どうぞ問い合わ
せをお願いします。

山土場

中間土場

トレ－ラー

【県木連　田中】

　岐阜県木連では、令和元年度より林野庁公募事業である「効率的なサプライチェーンの構築支援事業」に取り組
んでいます。本事業は全国から選定された地域ごとに取り組んでいるもので、（1年目）埼玉県、静岡県、徳島県、福
岡県（2年目）北海道、山形県、福島県、三重県、鳥取県（3年目）茨城県、富山県、岐阜県、京都府、高知県、長崎県、大
分県の１６地域になります。岐阜県での取り組みにおける対象者は、岐阜県木連の会員、一般賛助会員、特定賛助会
員をはじめ、県内の設計事務所も含めた林業・木材産業に携わる意欲ある木材関係事業者です。

❶事業の概要 ＜ＳＣＭ（サプライチェーンマネージメント）推進フォーラムについて＞
　木材の需要創出や流通効率化に当たっては、需給のミスマッチを起こさないよう、生産・加工等の事業者が、実
需者のニーズに応じたマーケットインの考え方に基づく安定的な供給体制を構築することが重要です。このため、
林野庁では川上・川中・川下までの意欲のある事業者によるＳＣＭ推進フォーラムの設置を支援し、マーケットイ
ンの考え方に基づく、効率的なサプライチェーンの構築を推進しています。

❷岐阜県ＳＣＭ推進フォーラムの取り組み
　本年度の具体的な取り組み内容は以下の通りです。
（1） 「もりんく」（木材関係事業者をつなぐマッチングサイト）の普及啓発をおこない、事業者によるマッチングの

機会を創出する。 ※P22の広告欄を参照。
（2） 定期的な情報交換・情報発信の機会設定による需給マッチング活動を継続する。
（3） 県産材の安定的な需給体制の構築（LSC-Local Supply Chain- システム）

岐阜県木材協同組合連合会の取り組む
サプライチェーン

● 第1回情報交換会のお知らせ ●
令和３年 8 月 24 日（火）　13:30 ～16:00　（ZOOM 開催）

お申込方法：下記にご記入の上 FAX にて　【FAX：058-272-3858】

貴社名 ご氏名 E-mail
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【県木連　田中】

　岐阜県木連では、令和元年度より林野庁公募事業である「効率的なサプライチェーンの構築支援事業」に取り組
んでいます。本事業は全国から選定された地域ごとに取り組んでいるもので、（1年目）埼玉県、静岡県、徳島県、福
岡県（2年目）北海道、山形県、福島県、三重県、鳥取県（3年目）茨城県、富山県、岐阜県、京都府、高知県、長崎県、大
分県の１６地域になります。岐阜県での取り組みにおける対象者は、岐阜県木連の会員、一般賛助会員、特定賛助会
員をはじめ、県内の設計事務所も含めた林業・木材産業に携わる意欲ある木材関係事業者です。

❶事業の概要 ＜ＳＣＭ（サプライチェーンマネージメント）推進フォーラムについて＞
　木材の需要創出や流通効率化に当たっては、需給のミスマッチを起こさないよう、生産・加工等の事業者が、実
需者のニーズに応じたマーケットインの考え方に基づく安定的な供給体制を構築することが重要です。このため、
林野庁では川上・川中・川下までの意欲のある事業者によるＳＣＭ推進フォーラムの設置を支援し、マーケットイ
ンの考え方に基づく、効率的なサプライチェーンの構築を推進しています。

❷岐阜県ＳＣＭ推進フォーラムの取り組み
　本年度の具体的な取り組み内容は以下の通りです。
（1） 「もりんく」（木材関係事業者をつなぐマッチングサイト）の普及啓発をおこない、事業者によるマッチングの

機会を創出する。 ※P22の広告欄を参照。
（2） 定期的な情報交換・情報発信の機会設定による需給マッチング活動を継続する。
（3） 県産材の安定的な需給体制の構築（LSC-Local Supply Chain- システム）

岐阜県木材協同組合連合会の取り組む
サプライチェーン

● 第1回情報交換会のお知らせ ●
令和３年 8 月 24 日（火）　13:30 ～16:00　（ZOOM 開催）

お申込方法：下記にご記入の上 FAX にて　【FAX：058-272-3858】

貴社名 ご氏名 E-mail
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

市況

（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）

外材市況（7月期）
樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）
ポール

331
342

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（7月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000
3000
4000
3000
3000
6000
3000
3000

85,000～90,000
85,000～90,000
115,000～120,000
95,000～100,000
90,000～95,000

135,000
88,000
86,000

→

→

→

→
→

→

→

→

105
105
105
120
120
120
105
120

105
30
105
120
120
120
105
120

１等
１等
特等
特等

特等
国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　今後の長雨の影響も考慮され、活発な応札。各需要先は在庫確保のため市況
全般にわたり上げ基調。スギ4ｍ中目、尺上 元木良材は応札多数、選木2番
40cm上前回に引き続き強含み。スギ並材3ｍ・4ｍとも非常に需要が高く強気。
3ｍ（16～22cm）直造材が有利。ヒノキ元木良材30cm上、40cm上強含み。ヒ
ノキ柱材3m、土台4ｍ強含み。4ｍ土台取（16～22cm）が人気。合板向けはス
ギ、ヒノキともに需要旺盛で在庫不足。特にスギが需要高。ラミナ向けも併せて
特にスギが強気。製紙向けパルプ材、発電向け未利用材ともに在庫不足、需要
高。（岐阜）
　スギ、ヒノキ4ｍ中目・尺上元木良材、柱材3m、土台4mは応札旺盛。カラマ
ツ集成材、合板向けなどの競合で引き合いが強い。出材減少になり大型製材
工場向け原木が不足。広葉樹は出材量が少なく干割れ材については応札低
調。（飛騨）
　全般的にヒノキ・スギとも並材（16～22cm）は、応札旺盛にて強含保合。ヒ
ノキ元木、良材２ｍ・３ｍ・４ｍ（高齢材及び枝打材など（特殊材））には応札旺盛
にて保合。ヒノキ並材は３ｍ・４ｍ（16～22㎝）は、需要があり価格は上向き気
配にて強含保合。スギ並材は３ｍ・４ｍ（16～28cm）は、応札旺盛にて保合。
（東濃）

【商況】

木 材 用 語 一 口 メ モ

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典

Feed in Tariff（FIT）。再生可能エネルギー固定価格買取制度のこと。買取価
格を法律で定め、太陽光、風力、バイオマス等で生み出した電気を固定価格で
一定期間電気事業者が買い取る制度。

ＦＩＴ

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1767回

8月17日

8月4日

8月5日

岐
阜
共
販
所

第1348回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
24～28㎝

30㎝以上元
18～22㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－
－

50,300
－
－
－
－
－

230,000
－
－
－
－
－
－
－

31,000
－
－
－
－
－
－
－

23,000
34,000
34,000
35,000
－

33,000
51,000
－
－
－

15,800
15,500
17,100
17,200
15,500
－

29,500
26,000
29,500
23,000
22,000
－

15,000
15,000
15,000
28,000
29,000
26,000
28,000
27,000
12,000
13,000
13,000
15,000
15,500
15,500
14,500
28,500
26,000
22,000
10,000
26,500
24,000
32,000
5,000
6,000

第1679回

東
濃
共
販
所

木材市場

360
367～378

2,811～2,977
803～851
5,072～5,292
4,104～4,320
3,888～4,104

11,664
2,900
3,700
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